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Ⅰ 愛媛県の教員としての資質向上に関する指標 
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初任～ 10年～

て

学校保健安全法におけ
る保健管理の位置付け
を理解する。

対人管理や対物管理を
適切に行う。

健康課題の解決に向け
て適切に対応する。

保健管理について、指
導的役割を果たす。

校内の保健安全の充実
に向け、積極的に学校
運営に参画する。

保健教育における養護
教諭の役割を理解す
る。

学級担任、教科担任等
と連携した保健教育を
行う。

ねらいを達成するため
に最適な方法で保健教
育を実施する。

保健教育を実践、評価、
改善し、効果的に推進
する。

教育課程の編成・実践・
評価を通して学校保健
計画を作成する。

学校保健安全法におけ
る健康相談の位置付け
を理解する。

児童生徒の発するサイ
ンを見逃すことなく対応
する。

発達段階や現代的な健
康課題などとの関連を
踏まえて健康相談を行
う。

校内の支援体制の充実
に努めるとともに、校内
外の関係者との連携を
図る。

心身の健康問題に関し
て、組織的な対応ができ
るよう、指導的役割を果
たす。

保健室経営における養
護教諭の役割を理解す
る。

学校教育目標を理解
し、計画的に保健室経
営を行う。

学校運営に積極的に参
画し、保健に関する教育
活動を活性化させる。

保健組織活動の意義を
理解する。

保健組織活動の企画運
営に積極的に取り組む。

保健組織が主体的に活
動できるよう、内容の工
夫改善を図る。

教職員・保護者・関係機
関と連携・協働しながら
保健組織活動を推進す
る。

地域レベルで保健組織
活動を推進する。

初任～ 10年～

学校給食の役割を理解
する。

学校給食実施基準に基
づき、適切な献立を作成
する。

児童生徒等の実態に応
じた給食管理を行う。

栄養管理の内容を食に
関する指導に生かせる
よう教職員との連携を図
る。

栄養管理に関して、学校
や地域において指導的
役割を果たす。

学校給食衛生管理基準
について理解する。

調理従事者に対しての
衛生指導や、施設設備
の衛生点検を行う。

調理従事者に対して指
導助言を行うとともに、
施設設備の改善に努め
る。

調理従事者と連携し、計
画的に改善策を講じる。

衛生管理に関して、学校
や地域において指導的
役割を果たす。

食に関する指導の必要
性を理解する。

学級担任、教科担任等
と連携した、食に関する
指導を行う。

ねらいを達成するため
に最適な方法で食に関
する指導を実施するとと
もに、学校給食を生きた
教材として活用する。

食に関する指導を、実
践、評価、改善し、効果
的に推進する。

教科等のねらいを達成
するための指導内容
や、評価の計画につい
て、専門的立場から指
導助言を行う。

個別的な相談指導の重
要性について理解する。

食に関する健康課題を
有する児童生徒に対し
て適切に対応する。

発達段階や現代的な健
康課題などとの関連を
踏まえた個別的な相談
指導を行う。

校内の支援体制を整
え、校内外の関係者と
の連携を図る。

食に関する健康課題に
ついて、組織的な対応
ができるよう、指導的役
割を果たす。

個別的な
相談指導

※栄養教諭には教員のキャリアステージにおける指標に加え、栄養教諭の専門性に基づき、
上記の実践的指導力が求められる。

資質・能力
向上期

資質・能力
充実期

資質・能力
発展期

栄
養
教
諭
の
専
門
性
に
基
づ
く
実
践
的
指
導
力

学
校
給
食
の
管
理

栄養管理

衛生管理

食
に
関
す
る
指
導

観
点

20年～

採用段階 基盤形成期

給食の時間や
教科等の指導

保健組織活動

※養護教諭には教員のキャリアステージにおける指標に加え、養護教諭の専門性に基づき、
上記の実践的指導力が求められる。

栄養教諭のキャリアステージにおける指標（実践的指導力）

養
護
教
諭
の
専
門
性
に
基
づ
く
実
践
的
指
導
力

保健管理

保健教育

健康相談

保健室経営 保健室経営の充実を図り、学校教育目標の達成
に向け、組織的に工夫改善を行う。

養護教諭のキャリアステージにおける指標（実践的指導力）

観
点

20年～

採用段階 基盤形成期
資質・能力
向上期

資質・能力
充実期

資質・能力
発展期

ステージ

キーワード
採用段階 基盤形成期

資質・能力

向上期

資質・能力

充実期

資質・能力

発展期

ステージ

キーワード
採用段階 基盤形成期

資質・能力

向上期

資質・能力

充実期

資質・能力

発展期
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Ⅱ 実施要項 

令和６年度愛媛県養護教諭キャリアアップ研修Ⅰ実施要項 

１ 目的 

令和６年度愛媛県養護教諭キャリアアップ研修Ⅰ（以下「養護教諭キャリアアップ研修Ⅰ」と

いう。）は、教育公務員特例法（昭和24年法律第１号）第22条の規定に基づき、現職研修の一環

として、職務に関する専門的事項と教育課題等についての研修を行い、更に学校保健についての

研究を深め、養護教諭としての資質の向上と実践的な指導力の強化を図ることを目的とする。 

２ 対象者 

⑴ 養護教諭キャリアアップ研修Ⅰの対象者（以下「研修対象者」という。）は、愛媛県内（松

山市を除く。）の公立の小学校若しくは中学校（以下「小・中学校」という。）又は県立学校に

勤務する養護教諭であって、次に掲げるものとする。

ア 在職期間（愛媛県教育委員会（以下「県教育委員会」という。）が別途定める規定により

計算した在職期間をいう。以下同じ。）が５年又は６年に達した者

イ 在職期間が７年以上に達した者であって、研修対象者とすることが適当であると県教育委

員会教育長（以下「教育長」という。）が特に認めたもの

⑵ ⑴の規定にかかわらず、次に掲げるものについては研修対象者から除くものとする。

ア 臨時的に任用された者

イ 養護教諭としての在職期間が５年に達した者を対象として、県教育委員会以外の任命権者

が実施する研修を受けた者

ウ 地方公務員の育児休業等に関する法律（平成３年法律第110号）第６条第１項若しくは第

18条第１項又は地方公共団体の一般職の任期付職員の採用に関する法律（平成14年法律第48

号）第３条第１項若しくは第２項、第４条若しくは第５条の規定により任期を定めて採用さ

れた者

３ 内容 

⑴ 校外研修

ア 小・中学校

（ｱ） 教育センター研修  教科指導等研修、課題研究等を５日 

（ｲ） 教育事務所研修   課題研究における協働活動の在り方等を１日 

イ 県立学校

教育センター研修   生徒指導研修、特別支援教育、保健室経営等を６日 

⑵ 校内研修

研修対象者の所属する学校において、各研修対象者は研究課題を設定して実践的な研修を10

時間程度行い、その成果をまとめるものとする。 

ア 小・中学校      保健教育に関する研究課題 

イ 県立学校       保健教育又は保健室経営に関する研究課題 

４ 校内体制 

研修対象者が所属する学校の校長は、養護教諭キャリアアップ研修Ⅰの実施に当たり、研修対

象者の校務分掌に十分配慮するものとする。 

５ その他 

この要項に定めるもののほか、養護教諭キャリアアップ研修Ⅰの実施に関し必要な事項は、教

育長が別に定める。 
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令和６年度愛媛県栄養教諭キャリアアップ研修Ⅰ実施要項

１ 目的 

令和６年度愛媛県栄養教諭キャリアアップ研修Ⅰ（以下「栄養教諭キャリアアップ研修Ⅰ」と

いう。）は、教育公務員特例法（昭和 24 年法律第１号）第 22 条の規定に基づき、現職研修の一

環として、職務に関する専門的事項と教育課題等についての研修を行い、更に食に関する指導と

給食管理についての研究を深め、栄養教諭としての資質の向上と実践的な指導力の強化を図るこ

とを目的とする。 

２ 対象者 

⑴ 栄養教諭キャリアアップ研修Ⅰの対象者（以下「研修対象者」という。）は、愛媛県内（松

山市を除く。）の公立の小学校若しくは中学校（以下「小・中学校」という。）又は県立学校に

勤務する栄養教諭であって、次に掲げるものとする。

ア 在職期間（愛媛県教育委員会（以下「県教育委員会」という。）が別途定める規定により

計算した在職期間をいう。以下同じ。）が５年又は６年に達した者

イ 在職期間が７年以上に達した者であって、研修対象者とすることが適当であると県教育委

員会教育長（以下「教育長」という。）が特に認めたもの

⑵ ⑴の規定にかかわらず、次に掲げるものについては研修対象者から除くものとする。

ア 臨時的に任用された者

イ 栄養教諭としての在職期間が５年に達した者を対象として、県教育委員会以外の任命権者

が実施する研修を受けた者

ウ 地方公務員の育児休業等に関する法律（平成３年法律第110号）第６条第１項若しくは第

18 条第１項又は地方公共団体の一般職の任期付職員の採用に関する法律（平成 14年法律第

48 号）第３条第１項若しくは第２項、第４条若しくは第５条の規定により任期を定めて採

用された者

３ 内容 

⑴ 校外研修

ア 小・中学校

（ｱ） 教育センター研修  教科指導等研修、課題研究等を５日 

（ｲ） 教育事務所研修  課題研究における協働活動の在り方等を１日 

イ 県立学校

教育センター研修   生徒指導研修、特別支援教育、給食管理等を６日 

⑵ 校内研修

研修対象者の所属する学校において、各研修対象者は研究授業、指導方法や教材に関する研

究課題を設定して実践的な研修を 10時間程度行い、その成果をまとめるものとする。 

４ 校内体制 

研修対象者の所属する学校の校長は、栄養教諭キャリアアップ研修Ⅰの実施に当たり、研修対

象者の校務分掌に十分配慮するものとする。 

５ その他 

この要項に定めるもののほか、栄養教諭キャリアアップ研修Ⅰの実施に関し必要な事項は、教

育長が別に定める。 
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Ⅲ 研修の概要 

 

職 種 

目 的 
[日数] 

実施日 
対 象 

備 考 

養護教諭 

実践的指導力の向上を図り、中堅養護教諭

としての資質を高める。 

教育センター研修 

【集合研修】［５日］ 

第１回 ５月14日（火） 

第２回 ６月11日（火） 

第３回 ７月５日（金） 

第４回 ８月27日（火） 

第５回 11月18日（月）

【オンライン研修】［１日］ 

配信期間 ７月22日（月）～８月28日（水） 

養護教諭としての在職期間が５年又は６年

に達した者（令和６.４.１現在） 

一部の研修において小・中・県立学校合同

で開催する。 

栄養教諭 

実践的指導力の向上を図り、中堅栄養教諭

としての資質を高める。 

教育センター研修 

【集合研修】［５日］ 

第１回 ５月14日（火） 

第２回 ６月17日（月） 

第３回 ７月26日（金） 

第４回 ８月26日（月） 

第５回 11月18日（月） 

【オンライン研修】［１日］ 

配信期間 ７月22日（月）～８月28日（水） 

栄養教諭としての在職期間が５年又は６年

に達した者（令和６.４.１現在） 

一部の研修において小・中・県立学校合同

で開催する。 
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Ⅳ 研修の流れ  

令和６年度養護教諭・栄養教諭キャリアアップ研修Ⅰ（県立学校）の流れ 

〔
一
学
期
・
夏
季
休
業
日
〕 

教育センター研修 

（集 合 研 修４日） 

（オンライン研修１日） 

【養護教諭・栄養教諭】 

（集合研修） 

○本県における教育課題への対応   ○指導講話 

○学校安全と危機管理        〇情報モラル 

〇課題研究計画の検討        ○生徒理解と生徒指導 

○障がいのある児童生徒の理解と支援 ○特別支援教育 

○総合的な学習の時間        ○人権・同和教育 

（オンライン研修） 

○キャリア教育           ○社会教育 

○学級経営充実のための生徒指導    

【養護教諭】 

○保健室経営  ○保健主事の役割 ○執務上の諸問題 

○特別支援学校における養護教諭の役割 

○現代的課題への対応（医療的ケア等）について 

【栄養教諭】 

○授業改善の具体策        ○道徳教育 

○特別支援学校における栄養管理等について 

○特別支援学校における食に関する指導の工夫について 

○食に関する指導の進め方 

校 内 研 修 

受講者が課題を設定し、研究計画を立てる。 

【養護教諭】 保健教育又は保健室経営について 

【栄養教諭】 研究授業、指導方法や教材について 

〔
一
学
期
～
二
学
期
〕 

 

 

 

 

校 内 研 修 研究計画に基づき、実践研究を10時間程度行う。 

 

 

 

 

〔
二
学
期
～
三
学
期
〕 

教育センター研修 

（集 合 研 修１日） 

〇特別活動 

○教職員のメンタルヘルス 

〇課題研究中間報告会 

校 内 研 修 学校内において実践研究を行い、研究成果をまとめる。 
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Ⅴ 校内研修 

養護教諭・栄養教諭キャリアアップ研修Ⅰ（以下「養栄キャリアアップ研修Ⅰ」という。）の

受講者は、本研修の「目的」(p.４、５)に従って研究主題を設定し、校長の指導の下、所属する

学校において研究に取り組んでください。 

職種 研 究 課 題 

養護教諭 
研究の内容は、保健教育又は保健室経営等に関するものとし、学校の教育課程

や児童生徒の実態を踏まえたものとしてください。 

栄養教諭 
研究の内容は、研究授業、指導方法や教材に関するものとし、学校の教育課程

や児童生徒の実態を踏まえたものとしてください。 

 

１ 研究の進め方 

次の「研究計画の立て方」及び「研究主題例」を参考に、研究を進めてください。 

⑴ 研究計画の立て方 

教育現場での研究は、実践を土台にした研究であることが好ましい。研究計画の立て方につ

いて、その概要を説明する。 

ア 大まかな見通し 

どのようなねらいで何を研究するのか、対象は何で、分野や領域はどこを取り上げるのか

を決めて、大まかな見通しを立てることが大切である。日頃の教育活動の中で自分が問題を

感じている事柄や、興味・関心を持っている具体的内容を取り上げるとよい。研究であるか

ら、発想の新しさや主題の独自性が望ましいのは当然である。現場の研究では、アイデアは

借りものであってもよいが、地域や学校、児童や生徒の条件が異なるので、具体化、実践化

の段階で何らかの工夫や独創性が要求される。そのために、「仮説－検証」の手続きが必要

である。仮説を立てることによって見通しが持てる。そして、児童生徒の変容によって検証

する仮説の有効性を調べることが大切である。 

イ 研究主題の設定 

研究主題は最も短い抄録であると言われるように、主題を見れば「何を」「どんな方法で」 

研究するのか、研究内容のおよその見当が付くのが望ましい。そのためには研究主題に仮説

の三要素を取り入れるとよい。仮説の三要素は、次のような形で表現される。これら三要素

をキーワードとして、研究主題の中に織り込むように工夫してほしい。 

Ａ 内容…具体的で、焦点化されたもの   例「～における」「～の研究」 

Ｂ 方法…手立てが明確に表現されたもの  例「～を通して」「～による」 

Ｃ 目的…研究の方向性が示されたもの   例「～を育てる」「～を目指す」 

例１ 生活習慣の定着を図る 指導方法の工夫  －保健に関する指導を通して－ 
Ｃ         Ａ           Ｂ 

例２ チーム支援を通して よりよい支援を目指す 健康相談の研究 
Ｂ          Ｃ              Ａ 

ウ 研究の内容及び方法 

何を、どんな方法で、どんな順に取り上げるかを明確にする。 

エ 文章表現 

(ｱ) 筋の通った分かりやすい簡潔な文章を書く。 
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(ｲ) 曖昧な表現をせず、できるだけはっきりと表現する。 

(ｳ) 仮説・検証を筋の通ったものにするため、段落構成を考える。 

(ｴ) 事実と意見、自分の研究と他人の研究からの引用とが、はっきり区別できるように書

く。 

(ｵ) 理解できるように書くだけでなく、誤解されないように書く。 

(ｶ) 推敲を必ず行う。（書き上げた後、他人に読んでもらうか、しばらく時間をおいた後に

読み直すとよい。） 

 

⑵ 研究主題例 

養
護
教
諭 

○一人一人が意欲的に活動する生徒保健委員会活動の在り方  

－「朝食に関する調査」を通して－ 

○自己管理能力を育成する保健教育の在り方 

－個に応じた食生活に関する指導を通して－ 

栄
養
教
諭 

〇主体的に学び、実践的な態度を育てる食に関する指導の在り方 

 －朝食改善に視点を置いた技術・家庭科の授業実践を通して－ 

〇特別支援学校における「食」に関する指導の在り方 

 －障がいに応じた指導方法や教材の工夫－ 

 

２ 提出物 

⑴ 提出書類 

提出物 提出締切（必着） 使用講座 

研究計画の概要 令和６年６月３日（月） 課題研究計画の検討 

研究の中間報告 令和６年11月１日（金） 課題研究中間報告会 

研究成果のまとめ 令和７年２月14日（金）  

  

⑵ 提出書類の様式等について 

ア「研究計画の概要」 

p.13の様式２に準じてＡ４判用紙両面印刷１枚で作成してください。 

イ「研究の中間報告書」 

p.14の様式３に準じてＡ４判用紙両面印刷１枚で作成してください。 

ウ「研究成果のまとめ」 

p.15の様式４に準じてＡ４判用紙両面印刷５枚で作成し、左上をとじて提出してくださ

い。 
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Ⅵ 受講についてのお願いと諸注意 

１ 出席について 

⑴ 自家用車を利用する場合は、生涯学習センターの東側下にある駐車場を利用してください。

総合教育センター構内には、特別の場合を除いて駐車できません。 

⑵ 研修当日は、受付を済ませてから会場へ入室してください。 

⑶ やむを得ず遅刻・早退をする場合は、必ず所属長を通じて関係先に連絡してください。欠

席をする場合には、「欠席届」の提出が必要です（p.11参照）。 

 

２ オンライン研修の受講方法について 

オンデマンド配信の動画視聴は、YouTube の限定公開で行います。受講方法の詳細は、後日

通知します。 

 

３ 準備物及び書類等の提出について 

   提出書類や講座において必要なものがある場合については、開催要項等の 

指示に従い、校長の指導の下に準備・作成してください。書類は、次の要領 

で総合教育センター所長宛に提出してください。 

⑴ 書類提出の際には、「送付状」（様式１、p.12）を添付し、右の記入例の 

ように、提出用封筒の表左下又は逓送用封筒の宛先欄に、「CUⅠ養護」又   

は「CUⅠ栄養」と朱書してください。 

  ⑵ 各自、提出書類の控えを取っておいてください。 

 

４ 受講及び講座運営への協力について 

  ⑴ 総合教育センターのホームページ等で使用するため、研修講座の様子を写真撮影

しますので、御了承ください。 

  ⑵ 携帯電話は電源を切るか、マナーモードに設定してください。 

  ⑶ 名札を用意しています。研修中は、着用をお願いします。 

  ⑷ 研修にふさわしい服装で参加してください。ネクタイの着用については、自由とします。 

  ⑸ 天候の状況等により、やむを得ず中止・延期する場合があります。その際には、各学校に

通知するとともに、センターホームページに掲載します。 

 

５ 非常変災発生時の対応について 

   総合教育センターが実施する教員研修において「警戒レベル４ 避難指示」以上が、県内の

いずれかの地域に発令された場合の対応 

⑴ 開始時刻３時間前に発令されている場合は、中止又は延期とします。 

⑵ 開催地への移動中に発令された場合も、中止又は延期とします。なお、引き返すなどの安

全に関わる判断は、各々で行ってください。 

⑶ 研修中に発令された場合は、総合教育センターが継続・取りやめ等の判断を行います。 

 ⑴～⑶に限らず、所属長は、避難情報や防災気象情報の発令状況に応じて、参加者の欠席・ 

早退等の判断を行ってください。 

 

 

記入例 
 

ＣＵⅠ 

養 

護 
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６ その他 

⑴ オンライン研修の実施に当たり、勤務時間内に落ち着いて受講できるよう、受講者は所

属長に時間と場所の確保について相談してください。 

⑵ 研修を受ける際に、個別に配慮（合理的配慮の提供）が必要な場合は、申し出てくださ 

い。 

⑶ 昼食は各自で用意してください。業者による弁当販売もあります。また、各自で持参し

た弁当やペットボトル等のごみは、持ち帰ってください。 

⑷ 総合教育センターの敷地内は全面禁煙です。  

⑸ 基礎研修や課題別研修など各種研修に関する情報は、愛媛県総合教育センターのホーム

ページに掲載されています。各種様式１、５（p.12、16）のダウンロードは、こちらから

行ってください。 

 

 

 

 

 

 

Ⅶ 欠席の手続 

病気その他やむを得ない事情で欠席する場合は、「欠席届」（様式５、p.16）を速やかに総合

教育センターまで、校務系グループウエアのメッセージで提出してください。「送付状」は不

要です。 

なお、緊急の場合は、所属長を通じて総合教育センターに連絡し、後日「欠席届」を提出し

てください。 

メッセージ送信先ユーザー 「 04基礎研 養護」 

メッセージ送信先ユーザー 「 03基礎研 栄養」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛媛県総合教育センターホームページ 

https://center.esnet.ed.jp/ 
(様式ダウンロード) 

https://center.esnet.ed.jp/kenshu_top/youshiki 

- 11 -



Ⅷ 様式 

様式１ 送付状（規格Ａ４） 

 

○○○第   号■ 
令和 年 月 日■ 

 
 

■愛媛県総合教育センター所長■様 
 

 

                        愛媛県立○○○学校 
校長 ○○ ○○   

 

 

令和６年度○○教諭キャリアアップ研修Ⅰ書類の提出について 

 

■このことについて、次のとおり提出いたします。 

 

 

記 

 

   １ 提出書類  ○○○○○○○○○○○○○     ○部 

 

   ２  職・氏名   ○○教諭   ○○ ○○ 

 

   ３  研 修 名   令和６年度○○教諭キャリアアップ研修Ⅰ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・様式中の「○」は文字を、「■」は空白を表す。  
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様式２ 「研究計画の概要」 

Ａ４判用紙両面印刷１枚、縦使用、横書き、余白（上下左右各20mm）、フォントＭＳ明

朝（12pt）で作成してください。文字数、行数は特に設定しませんが、読み手が見やすい

ようにしてください。 

 

 

 

令和６年度○○教諭キャリアアップ研修Ⅰ「研究計画の概要」 

 

愛媛県立○○○○○学校 ○○教諭 ○○ ○○■■ 

 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○      

－○○○○○○○○○○○○○○○－          

 

 

１ 主題設定の理由 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・・・。 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・・・。 

 

２ 目的  

⑴ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・・・。 

⑵ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・・・。    

 

３ 仮説 

  ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○〇○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・・・。    

 

４ 方法 

⑴ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・・・。 

ア ○○○○○○○ 

(ｱ) ○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

イ ○○○○○○○ 

⑵ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・・・。 

⑶ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○・・・・・・・。 
 
・様式中の「○」は文字を、「■」は空白を表す。  

養○番 

特活 

副 題 

主 題    

右上に「養」又は「栄」、受講者番号、研究

の 

 受講者の職種    

右上に「養」又は「栄」、受講者番号（４月送付文書）、 

研究教科（ある場合）を記載し、枠囲みをする 
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様式３ 「研究の中間報告書」 

Ａ４判用紙両面印刷１枚、縦使用、横書き、余白（上下左右各20mm）､フォントＭＳ明朝

（12pt）で作成してください。文字数、行数は特に設定しませんが、読み手が見やすいよう

にしてください。 

 

令和６年度○○教諭キャリアアップ研修Ⅰ「研究の中間報告書」 

 

愛媛県立○○○○○学校 ○○教諭 ○○ ○○■■ 

 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

－○○○○○○○○○○○○○○○－ 

 

 

１ 主題設定の理由 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・・・。 

 

２ 目的 

⑴ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・・・。 

⑵ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・・・。 

 

３ 仮説 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・・・。 

 

４ 方法 

⑴ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・・・。 

ア 〇〇〇〇〇〇 

(ｱ) ○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

イ 〇〇〇〇〇〇 

 

５ 結果と考察 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・・・。 

 

６ 今後の研究予定 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・・・。 

 

 

 

 

・様式中の「○」は文字を、「■」は空白を表す。 
・写真や図等は使用しない。研究内容の説明に必要な場合は、写真や図等を用いた補助資料を作

成し、研修当日に提出部数と同じ部数を持参する。 

 

項目１～４は「研究計画の検討」を要約し、簡潔に記載すること。 

項目５及び６をできるだけ詳しく記載すること。 

 

副 題 

主 題    
右上に「養」又は「栄」、受講者番号（４月送付文書）、 

研究教科（ある場合）を記載し、枠囲みをする 

受講者の職種    

栄○番 

家庭 
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様式４ 「研究成果のまとめ」 
Ａ４判用紙両面印刷５枚、左上とじ、縦使用、横書き、余白（上下左右各20mm）、フォン

トＭＳ明朝（12pt）、34文字×34行で作成してください。 

 

 

令和６年度○○教諭キャリアアップ研修Ⅰ「研究成果のまとめ」 

 

愛媛県立○○○○学校 ○○教諭 ○○ ○○■■ 

 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

－○○○○○○○○○○○○○－ 

 

 

  １ 主題設定の理由 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・・・。 

 

  ２ 目的 

⑴ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・・・。 

⑵ ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・。 

 

  ３ 仮説 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○・・・・・ 

  

  ４ 方法 

⑴ 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇……。 

   ⑵ 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇……。 

  ５ 結果と考察 

⑴ 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇……。 

 ア 〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇……。 

 イ 〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇……。 

  ６ 成果と課題 

⑴ 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

  〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇……。 

⑵ 〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

 

・写真や図等を使用してもよいが、研究内容を補足する場合に限る。写真等を使用する際には下部

に＜見出し＞をつけ、内容が分かるようにする。 

・様式中の「○」は文字を、「■」は空白を表す。 

副 題 

主 題    

右上に「養」又は「栄」、受講者番号、研究 

教科（ある場合）を記載し、枠囲みをする 

 
養○番 

保健 

写真や作品などの掲載の際

には、必要最小限の大きさ、

枚数とし、特に、児童生徒の

個人情報に留意する。 

受講者の職種    

右上に「養」又は「栄」、受講者番号（４月送付文書）、 

研究教科（ある場合）を記載し、枠囲みをする 
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様式５ 欠席届 （規格Ａ４） 

欠 席 届 
 

令和 年 月 日■ 
 
 
■愛媛県教育委員会教育長 様 

 
 

学 校 名  愛媛県立○○○学校 
職   名  ○○教諭 
氏   名  ○○ ○○ 

 
 
 
■私は、次のように欠席したいので、お届けいたします。 

 
 

記 
 
 

研 修 名 欠 席 日 欠席する理由  

令和６年度○○教諭 

キャリアアップ研修Ⅰ 

第○回 
令和  年  月   日 (具体的に記述してください。) 

 
 
 
■上記のことに相違ないことを確認し、提出いたします。 

令和  年  月  日 
 

愛媛県立○○○学校 
 

校長  ○○  ○○  

・様式中の「○」は文字を、「■」は空白を表す。 
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《バスを利用する場合》 

ＪＲ四国バス…久万高原方面行 

伊予鉄バス…砥部方面行 

     

ＪＲ松山駅 
松山
空港 

松山 
観光港 

《乗換》 
森松営業所 

下 原 町 

愛媛県総合教育センター 

ＪＲ四国
バス 

約 35 分 

伊予鉄バス 
路線番号 

15・18 
約 30 分 伊予鉄バス 

路線番号
15・18 

約 35 分 

徒歩 
15 分 

市内電車 
約 10 分 

伊予鉄バス 
(リムジンバス) 

約 25 分 

伊予鉄バス 
(リムジンバス) 

約 25 分 

予約制乗り合い 
タクシー 
約 10 分 

《自家用車を利用する場合》 

 左図の矢印に沿って進み、生涯学習

センターの東側下にある駐車場に駐車

してください。 

総合教育センターや生涯学習センタ

ーの構内には、特別の場合を除いて駐

車できません。 

 ≪参考≫ 愛媛県総合教育センター 交通案内 

武道館 
坊っちゃん 

球場 

松山市駅(伊予鉄道) 

- 17 -



 

 

令和６年度 

 

県立学校キャリアアップ研修Ⅰの手引 

 

 

 愛媛県総合教育センター 所在地・連絡先 

〒791-1136 愛媛県松山市上野町甲650番地 

Tel 教科教育室 :089-909-7422  

ダイヤルイン :089-963-3113…内線番号が分かる場合は、音声案内の後、内線番号をダイヤ

ルしてください。 

こまどり教室１ 

こまどり教室２ 

メタサポルーム 

研修指導室 

県教育支援センター 

４ 

５ 

６ 

７ 

施 設 配 置 図 
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